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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

郡
上
街
道（
白
川
街
道
）

第
35
回

は
じ
め
に

　
「
郡
上
市
」
は
、
平
成
16
年
３
月
に
、

そ
れ
ま
で
の
郡
上
郡
７
町
村
が
合
併

し
て
市
制
施
行
を
し
た
人
口
約
４
万 

２
０
０
０
人
の
新
市
。
名
神
高
速
道
路

の
一
宮
Ｊ
Ｃ
Ｔ（
愛
知
県
一
宮
市
）か
ら

分
岐
し
て
北
上
し
、
岐
阜
県
内
を
経

て
、
小お

や

べ
矢
部
砺と

な
み波

Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
富
山
県
小

矢
部
市
）
で
北
陸
自
動
車
道
に
接
続
す

る
「
東
海
北
陸
自
動
車
道
」（
延
長
約

１
８
５
㎞
）
の
ほ
ぼ
中
央
部
分
沿
線
の

山
間
地
域
で
あ
る
。
市
域
を
、
こ
の
高

速
道
路
が
約
51
・
７
㎞
に
わ
た
っ
て
南

北
に
貫
い
て
お
り
、
南
の
方
か
ら
順

に
、「
美み
な
み並
」「
郡ぐ

じ
ょ
う上
八は

ち
ま
ん幡
」「
ぎ
ふ
大や

ま
と和
」

「
白し
ろ
と
り鳥

」「
高た

か
す鷲

」「
ひ
る
が
の
高
原
」（
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
）
と
、
６
つ
の
Ｉ
Ｃ
が
並
ん

で
い
る
。
市
の
面
積
は
約
１
０
３
０
㎢
、

そ
の
９
割
が
山
林
で
、
長な
が
ら良
川
や
和わ

ら良

川
、
石い

と
し
ろ

徹
白
川
な
ど
24
本
の
一
級
河
川

が
流
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
「
山
と
川
の

ま
ち
」で
あ
る
。

白
山
信
仰
と
郡
上
街
道

　
「
郡
上
街
道
」は
、
中な

か
せ
ん山

道
の
加
納
宿

（
岐
阜
市
）か
ら
北
上
し
、
岐
阜
市
、
関

市
、
美
濃
市
を
経
て
郡
上
市
内
に
入

り
、
市
内
の
北
部
、
白
鳥
町
前ま
え
だ
に谷

と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
西
に
折
れ
て
急
き
ゅ
う
し
ゅ
ん
峻
な
山

道
を
登
り
、
峠
を
下
っ
て
石い
と
し
ろ

徹
白
と
い

う
山
里
に
至
る
街
道
で
あ
る
。
石
徹
白

に
は
「
白は
く
さ
ん山
中ち

ゅ
う
き
ょ居
神
社
」
が
あ
り
、
白

鳥
町
長な
が
た
き滝

に
は
「
長
滝
白
山
神
社
・

長ち
ょ
う
り
ゅ
う
じ

瀧
寺
」
が
鎮
座
す
る
。
ま
た
、
郡
上

街
道
が
郡
上
市
内
に
入
る
手
前
の
美
濃

市
須
原
に
は
洲す
は
ら原

神
社
（
長
滝
白
山
神

社
の
前
宮
）が
あ
る
。
い
ず
れ
も「
白
山

信
仰
」（
養
老
元
年
、
西
暦
７
１
７
年
、

越
前
の
僧
、
泰た
い
ち
ょ
う澄に
よ
っ
て
開
山
と
さ

れ
る
。）に
と
っ
て
重
要
な
神
社
・
寺
で

あ
り
、
そ
も
そ
も
郡
上
街
道
は
、
美
濃

側
か
ら
こ
れ
ら
三
つ
の
社
寺
参
詣
等
を

経
て
「
白
山
」（
石
徹
白
の
北
方
約
20
㎞

の
岐
阜
・
石
川
県
境
に
位
置
、
標
高

２
７
０
２
ｍ
）
へ
の
登
拝
を
目
指
す
修

験
者
や
信
者
が
行
き
交
う「
信
仰
の
道
」

と
し
て
整
備
さ
れ
た
と
い
う
（
他
に
加

賀
と
越
前
か
ら
の
道
も
あ
る
。）。

　

な
お
、
白
鳥
町
前
谷
か
ら
西
に
折
れ

な
い
で
さ
ら
に
北
上
し
、
高
鷲
の
北

端
、
ひ
る
が
の
高
原
を
経
て
飛
騨
高
山

や
白し
ら
か
わ
ご
う

川
郷
に
至
る
街
道
は
、「
飛
騨
街

道
」や「
白
川
街
道
」と
呼
ば
れ
て
き
た
。

魅
力
的
な 

景
観
・
歴
史
・
文
化

　

さ
て
、
現
代
の
郡
上
街
道
（
飛
騨
街

道
、
白
川
街
道
）
は
、
往
古
の
姿
を
ほ

と
ん
ど
と
ど
め
て
い
な
い
が
、
お
お
む

ね
そ
の
ル
ー
ト
上
を
国
道
１
５
６
号
、

東
海
北
陸
自
動
車
道
、
そ
れ
に
長
良
川

鉄
道
（
終
点
は
白
鳥
町
の
北ほ
く
の
う濃

駅
）
が
、

長
良
川
を
中
心
に
し
て
右
に
左
に
と
交

差
し
な
が
ら
走
っ
て
お
り
、
山
と
川
と

里
の
美
し
い
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

　

昭
和
47
年
に
国
道
１
５
６
号
で
郡
上

へ
入
っ
た
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
は
、
あ
の

名
シ
リ
ー
ズ『
街
道
を
ゆ
く
』の「
郡
上
・

「
観
光
立
市
郡
上
」を
目
指
し
て

郡ぐ
じ
ょ
う上

市
長（
岐
阜
県
）　

日ひ

お

き置
敏と

し
あ
き明

長滝白山神社・長瀧寺
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白
川
街
道
と
越
中
諸
道
」
篇
の
中
で
、

そ
の
印
象
を
「
美
濃
国
は
、
北
方
は
山

波
を
か
さ
ね
て
い
る
。
そ
の
山や
ま
ひ
だ襞
を
削

る
よ
う
に
し
て
長
良
川
が
奔は
し

り
、
上
流

へ
ゆ
く
ほ
ど
隠こ
も
り
く国

の
観
が
ふ
か
い
。」

と
、
美
し
い
文
章
で
書
き
記
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
郡
上
八
幡
城
を
「
日
本

の
山
城
の
典
型
の
ひ
と
つ
」
と
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
応お
う
に
ん仁

の
乱
の
さ
な
か
に

あ
っ
て
、
和
歌
十
首
で
奪
わ
れ
た
城

（
篠し
の
わ
き脇
城
）を
取
り
戻
し
た
当
時
の
郡
上

山や
ま
だ
の
し
ょ
う

田
庄
の
領
主
、
東と

う
の
つ
ね
よ
り

常
縁
の
こ
と
を

「
室
町
武
家
の
典
雅
さ
」を
示
す
逸
話
と

し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

東
海
地
方
と
北
陸
地
方
と
を
結
ぶ
大
動

脈
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
が
全
通
（
平

成
20
年
７
月
）
し
て
本
市
を
貫
通
し
て

い
る
現
在
で
は
、
郡
上
市
に「
隠
国
」と

い
う
印
象
は
も
は
や
薄
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
山
国
の
美
し
い
景
観

や
地
域
に
刻
ま
れ
た
歴
史
、
育
ま
れ
た

文
化
は
い
ま
だ
ロ
ー
カ
ル
色
豊
か
で
魅

力
的
で
あ
る
。
貴
重
な
地
域
資
源
と
し

て
、
大
切
に
し
、
生
か
し
て
い
き
た
い
。

「
観
光
立
市
郡
上
」を
目
指
し
て

　
「
郡
上
」と
言
え
ば
、
城
下
町
郡
上
八

幡
と
北
部
の
中
心
の
ま
ち
白
鳥
で
夏
の

夜
に
そ
れ
ぞ
れ
約
30
夜
ま
た
は
約
20
夜

に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
郡
上

お
ど
り
」
と
「
白
鳥
お
ど
り
」
が
有
名
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
踊
り
は
、
地
元
の
人

だ
け
で
な
く
観
光
客
な
ど
も
す
ぐ
一
緒

に
な
っ
て
踊
る
こ
と
が
で
き
る
踊
り
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
い
ま
郡
上
市

で
は
、「
日
本
一
の
お
ど
り
の
ま
ち
」
づ

く
り
を
目
指
し
て
各
種
の
振
興
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
冬
と
も
な
れ
ば
、
郡

上
市
は
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地

と
な
る
。
市
内
に
は
高
鷲
、
白
鳥
、
明

宝
な
ど
に
約
10

カ
所
の
ス
キ
ー

場
が
あ
り
、
多

数
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ダ
ー
が
訪

れ
る
。
ま
た
、

夏
に
は
長
良
川

や
和
良
川
に

「
鮎
の
友
釣
り
」

を
楽
し
む
人
た
ち
が
押
し
寄
せ
、
近
年

で
は
美
並
辺
り
の
長
良
川
で
は
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
盛
ん
で
あ
る
。
四
季

を
通
じ
て
の
観
光
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
・
活
動
も
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
盛

ん
に
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
、
郡
上
市
で
は

「
観
光
立
市
郡
上
」を
地
方
創
生
や
ま
ち

づ
く
り
の
重
要
政
策
と
し
て
掲
げ
、
宿

泊
機
能
の
充
実
や
八
幡
北
町
重
伝
建
地

区
の
無
電
柱
化
な
ど
の
観
光
資
源
磨

き
、
内
外
誘
客
の
強
化
、
観
光
関
連
団

体
の
組
織
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
時
あ
た
か
も
、
東
海
北
陸
自
動
車

道
の
白
鳥
Ｉ
Ｃ
を
目
指
し
て
、
福
井
県

側
か
ら
の
中
部
縦
貫
自
動
車
道
建
設
も

着
々
と
進
行
し
て
い
る
し
、
郡
上
市
・

下
呂
市
・
中
津
川
市
を
結
ぶ
濃
飛
横
断

自
動
車
道
の
整
備
も
動
き
出
し
て
い

る
。
こ
う
し
た「
現
代
の
街
道
づ
く
り
」

に
よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
も

呼
応
し
な
が
ら
、
郡
上
市
の
「
街
道
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
一
層
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

郡上八幡城

一
口
メ
モ

郡上街道（白川街道）

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

　
南
流
す
る
長
良
川
と
、
ひ
る
が
野
の

分
水
嶺れ
い

を
挟
ん
で
北
流
す
る
庄
川
沿
い

に
進
む
街
道
が
、
郡
上
街
道
と
白
川
街

道
で
あ
る
。
郡
上
八
幡
の
城
下
町
は
、

清
流
吉
田
川
（
長
良
川
の
支
流
）
と
郡
上

八
幡
城
が
美
し
い
珠
玉
の
よ
う
な
ま
ち
。

白
山
の
開
基
、
僧
・
泰
澄
が
創
建

し
た
長
滝
白
山
神
社
・
長
瀧
寺
は
、

か
つ
て
白
山
へ
の
登
拝
口
（
美み

の濃

馬ば
ん
ば場

）と
し
て
、「
上
り
千
人
、
下
り

千
人
」
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
と
い

う
。「
太
平
洋
と
日
本
海
を
桜
で
つ

な
ご
う
」
と
、
旧
国
鉄
バ
ス
車
掌
の

佐
藤
良
二
さ
ん（
白
鳥
町
出
身
）
が
、

名め
い
き
ん金
線
（
名
古
屋
〜
金
沢
）
沿
い
に

桜
を
植
え
続
け
た
こ
と
は
有
名
。

中山道

白鳥
石徹白

白川郷

郡上八幡

美濃

加納宿
（岐阜）

高山

長良
川

郡
上
街
道

白
川
街
道

庄
川

白
山▲

岐
阜
県

太
平
洋
と
日
本
海
を
結
ぶ
道


